
2 広報おのみち・平成29年11月

今月の表紙

特集
「街に近い里山」御調町の魅力
くらしの窓
セルフメディケーション税制 他

健康・福祉
健康まつり／発達支援研修会 他

子育て
保育所・認定こども園・幼稚園児募集 他

スポーツ
びんご運動公園スポーツ教室 他

芸術・文化
日本遺産シンポジウム 他

情報アラカルト
水産まつり／パブリックコメント募集 他

相談
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尾道市役所
因島総合支所
御 調 支 所
向 島 支 所
瀬戸田支所

0848-38-9111
0845-22-1311
0848-76-2111
0848-44-0110
0845-27-2211

百 島 支 所
浦 崎 支 所
消 防 局
尾道市立市民病院
公立みつぎ総合病院

0848-73-2701
0848-73-2001
0848-55-9120
0848-47-1155
0848-76-1111

代
表
電
話

人の動き[10月31日現在]

※（　）内は前年比。

※（　）内は前月比。

平成29年広島県
交通安全年間スローガン

まだ行ける
渡れそうでも 待つゆとり

もくじ

11月号

件　数
負傷者
死　者

257件
333人
1人

（－69）
（－67）
（－5）

市内の交通事故
[10月31日現在]

世帯
人口

64,785世帯
男性 67,215人
女性 72,271人
計 139,486人

（－9）
（－68）
（－47）
（－115）

　御調町菅野地区
では干し柿の生産
が400年前から続
いています。写真
は干し柿づくりに
適した山頂の集落
から見た風景で

す。秋が深まり、幻想的な霧の海を眼下に眺め
る“柿の里”の風景は、訪れる人を魅了します。

今月の納期限
11/30㈭

国民健康保険料⑤
介 護 保 険 料 ⑤
後期高齢者医療保険料⑤
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御調町
　「御調（みつぎ）」の名称は、古代の備後国御調郡から続く古い歴史を持つ
もので、郡域は現在の尾道市、三原市、世羅町、府中市を含む広範囲のもの
でした。
　古代から近世の御調は、古代山陽道と銀山街道の交差するクロスロード
の宿場町として栄え、寺社・城跡などが多く残る豊かな歴史を持っています。
　また、公立みつぎ総合病院を核とした、保健・医療・介護・福祉の連携・統
合システム（地域包括ケアシステム）を構築し、先進的取り組みを展開して
います。
　昭和30（1955）年に7カ村が合併して御調郡御調町が発足し、平成17
（2005）年、尾道市と合併しました。

黒田信二
　鹿児島市出身。
平成29年 5 月1日付けで尾道市地域おこし
協力隊に着任、同日付けで御調支所まちおこ
し課に嘱託職員として配属。
　現在は、地域の魅力発見のために町内をま
わり、Facebookなどで発信している。特に豊
かな歴史のある御調の埋もれたストーリーの
掘り起しに奮闘中。

　市の北部に位置し、約75％が森林で占められている「御調町」。北の宇根山脈と南の木頃山脈に挟まれ、西
から東へ芦田川支流の御調川が流れる、尾道市北部ならではの田園風景が広がる自然豊かなまちです。四季
折々に見せるその表情に心が癒されます。また、御調支所から、JR尾道駅まで車で約30分、JR福山駅も高速
道路を使えば40分程度と「街に近い里山」と言えます。
　この地に赴任して半年が経過した、地域おこし協力隊員 黒田信二が見た御調の魅力を改めて紹介します。

問御調支所まちおこし課（☎0848-76-2111）

高御調八幡宮の201段の階段上から河
内地区を眺める

石灯籠の土台には帆かけ船が！

特集 「街に近い里山」 御調町の魅力
トピックス－Topics－

第72回国民体育大会
ソフトボール競技少年男子
（10月1日～3日＝愛媛県）
広島県チーム
（御調高等学校、尾道商業高等学校他
選抜チーム）

第72回国民体育大会
相撲競技成人男子
（10月6日～8日＝愛媛県）
谷中尚
（九州情報大学、因島土生町出身）

第9回全日本空手道選手権大会
（10月22日＝神奈川県）
山本李成
（向島中央小学校）

台湾・台中市と友好交流覚書を締
結しました
　台中市は人口約278万人の台湾第 2の
都市です。尾道の福祉施策などを参考にし
たいと台中市から申し入れがあり、9月29日
㈮台中市役所で、締結式が行われました。林
佳龍（りん・かりゅう）台中市長からは「福祉
分野にとどまらず、観光、経済など幅広い交
流を期待している」とあいさつがありました。

市長表敬訪問／敬称略

昨年に引き続き、優勝しました。
連覇おめでとう！

尾道市立美術館リニューアル・
オープン後の入館者が60万人を突破
　10月 5 日㈭、平成15年 1 月にリ
ニューアルオープンして以来、60万人
目の入館者を迎えました。60万人目と
なった新井崇文（あらいたかふみ）さん
（31歳＝福山市）には、認定証と記念品
が贈呈されました。


